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ソフト化・サービス化へひた走る松江の観光 その二

市長のメールマガジンに「松江市は観光が主産業で裾野の広い産業

糸乘 貞喜

●一つで三役をこなす観光インフラ・前回の話

５月の“よかネット”69号に、松江の観光の取

り組みは、グリコのように「一粒で二度おいし

い」スタイルになっていると書いた。この号が届

いたすぐあとに「あれは宮岡寿雄という市長が…

…」という手紙が、神戸の友人から来た。彼は宮

岡さんが神戸市に在職されていて、ポートアイラ

ンド博覧会の事務局長をしておられた頃に、民間

会社から事務局に出向していて、一緒に働いた思

い出を話したかったのである。

69号に書いたことは、堀川遊覧船が“遊覧”と

いう遊びと、お客様が移動できるという“インフ

ラ機能”とを兼ね備えているということである。

もう少しいうと、遊覧船の船着き場が観光の拠点

になっていて、そこには公的核テナント（小泉八

雲記念館・カラコロ工房・島根ふるさと館）があ

って、その周辺に民間の土産物店・飲食レストラ

ン・美術館などがある。もうひとつ、堀川の外側

に延びた市営バスのシステムがあり、それが外縁

部の拠点をつないで観光客にサービスし、その地

域の観光開発を担っているという話である。

今回は、①前回ふれられなかった宮岡前市長の

話、②松浦現市長の産業政策、③観光のハードイ

ンフラの概要、④観光産業の仕組みを支える(財)

松江市観光開発公社、⑤観光の日常化の様子、⑥

観光の経済効果、などについてふれていくことに

する。

●成功するイベントと儲かるイベントは違う。つまりイ

ベントを企画するときはどこを儲けさせるのかを考

えることが大切なのだ……宮岡寿雄前市長

前回松江に行って堀川遊覧船に乗り、ぐるっと

松江レイクラインのバスでフォーゲルパークに行

った時、「一寸おかしい」と思った。この施設が

民と公の相乗りになっている感じがしたので、受

付の人に確かめた。観光に対する取り組みが半端

ではないような気がしたのである。バスでホテル

に帰ってすぐにフロントの人に、「この都市の観

光は誰が考えたのか」と聞いてみた。「前の市長

は神戸市の助役だった人でしてね……」と聞いて、

「なんていう人ですか」というと「宮岡市長で

す」と返事が来た。この時、「ひょっとすると知

っている人かもしれんな」と思った。

出張から帰って、インターネットで調べてみて

合点が行った。

「松江に虹を架けた男宮岡寿雄遺稿集」(山陰

放送刊)という本がある。これをすぐに取り寄せ

て読んだ。これに載っている経歴によると、1930

年隠岐郡知夫村生まれ、松江中学卒、神戸市役所、

神戸大二部卒、1976年神戸市経済局長、1980ポー

トアイランド博事務局長兼務、1981助役、1993松

江市長、2000逝去、となっている。この本は、生

前に取材を受け、木村尚三郎氏との対談も終え、

出版の運びになっていたものである。

見出しを拾ってみると、健全な赤字と不健全な

黒字、行政が持つべき“大きな算盤”の発想、魅

力的な観光都市は住民が暮らしやすいまち、まず

は「五時間滞在できるまち」を目指せ、美術館や

文化施設も民間が維持管理する時代、成功するイ

ベントと儲かるイベントは違う、バス交通をまち

づくりの中心に、市民も観光客も楽しめる“レジ

ャーパーク”などがある。

「成功するイベントと儲かるイベント」という

話は、神戸市での体験をもとに出てきたものであ

る。少し長いが引用させていただく。

「私は、神戸ポートアイランド博の事務局長を

務めるなど、さまざまなイベントに携わってきた

が、これによって地域を活性化させるのは考える

以上に難しいものだ。たとえば神戸ポーアイ博で

は、全180日間の会期で1､600万人のお客を集め、

337億円の収益をあげた。神戸市は90億円の剰余

金を得て、地方博ブームの先駆けと言われたもの

だが、これですべてがうまくいったというわけで

はない。」

「確かにイベント自体は大成功だったが、周辺

のレストランや観光施設が潤ったかというと、そ

うではなかったのである。はるばる訪ねてきた人
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も、みんなポートピア内で遊ぶだけで、外に出て

他の施設に行くということがほとんどなかったの

だ。考えてみれば当然で、入場料に2000円も3000

円も取られれば、その中で出来るだけ楽しんで“

モト”をとろうと思うのが人情というものだ。わ

ざわざ外の観光施設まで行くのは面倒だし、お金

も勿体ないと考えても何ら不思議ではない。」

「ただし、全国からお客が押し寄せたからホテ

ルだけは潤った。つまりイベントを開催する時は、

どこを儲けさせるのかを考えることが大切なのだ。

イベントによって多くの人が集まったからといっ

て、すべてが潤うわけでもないし、それで成功と

いうわけでもないのである。」

「繰り返すが、行政にとってイベントは、ただ

盛り上がればいいと言うものではない。特に他の

地域から呼んでくるときはなおさらで、どこを儲

けさせるために開くかを慎重に考える必要がある。

そうでないと一見大成功だったイベントが、実際

には外部の業者ばかりが儲かって、地元にはほと

んど経済効果をもたらさなかったということにも

なりかねない。」

民間人以外で、これほどはっきりと、ビジネス

の視点でものを言う人は少ない。神戸ポートアイ

ランド博覧会の経験を大切にしているのだろう。

69号の原稿でもふれたが、松江の観光は交通イン

フラとキーテナントを公的施設で作り、それ自体

をペイさせようとしながら、周辺の民間施設の商

売を考えている。極端な話をすれば、民間が儲か

って税金を納めてくれるようにするならば、もと

もと税金で運営されることになっている役所は、

赤字を出しても良いのである。

逆に、何十万何百万人も集めても、地域の人々

にとって車の渋滞などで迷惑が降りかかり、商店

や飲食店にメリットがなければ、税金を何千万円

も使ったというだけのことで、役所の自己満足だ

けにしかならない。

松江というところは、何となくその辺りに対す

る気配りが感じられる。

●“うろこの家”と私

宮岡市長のことを書いたので、少し横道へずれ

させていただく。

オイルショックのあと観光客が減った頃、神戸

市から「有馬温泉のことを考えよ」という仕事を

させていただいた。調べてみると1977年(Ｓ52)の

夏のことである。その頃「別の話なんですが一寸

相談にのってくれませんか」と観光課から電話が

あり、訪ねてみると観光課の人が「北野の異人館

を借りて一般に公開して、観光の要素として売り

出したいんですけどね、借りている間に痛みがひ

どくなったりして問題になると困るので、人がた

くさん入っても問題がないかどうかしらべてもら

えませんか。とにかく見積もりしてくれません

か」といった。

一緒に異人館（うろこの家）へ行ってみると、

屋根も壁も鱗状にカットされた天然スレートで覆

われた、落ち着いた洋館だった。内部の床には立

派なカーペットが敷き詰められていた。「見積も

りといっても、室内の壁や床をはがしてもいいの

ですか」「いや、これは借り物ですから、カーペ

ットも端をめくるぐらいならいいが、剥がすのは

まずい」という話である。見積もりの組み立てよ

うもない。

こういう曖昧で訳のわからん仕事は、是非やっ

てみたい。私は一計を案じた。友人でカンのいい

Ｎさん(大阪万博の大屋根の構造をやった人)に相

談してみようと思ったのである。「見積もりをす

るといっても難しいし、この条件では金をもらっ

てするわけにはいかんでしょう。金を貰うと責任

が生じますから。タダならやってもいいでが。」

といって別れた。翌日「申し訳ないけど、タダで

やってもらえますか」と電話がかかってきた。

「分かりました」といって、すぐにＮさんに電話

して事情を説明し、「帰りに一杯飲ますから、つ

き合ってください」といって予定を組んだ。

連絡を入れて、二人で出かけた。観光課の人が

見守る前で、Ｎさんが「糸乘さん、一寸そこで飛

び上がってみてくれますか」私が飛び上がって降

りる。「一寸音が悪いですね、ここは入らないよ

「松江に虹を架けた男

宮岡寿雄遺稿集」

(山陰放送刊)
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うにしましょう」といって、ポールパーティショ

ン(金色の腰までぐらいのポールをビロードの紐

で繋いだもの)をたてた。二階の部屋をそれぞれ

回って、飛び上がったり足をドンドン踏んだりし

た。「この部屋は音がいいですね」とか「この部

屋は半分まで」とか、「二階に同時に上げるのは、

20人以下ぐらいにしてください」といって、無料

の点検は終わった。二人で三宮で一杯飲んで帰っ

た。気になっていたので、一般公開して一月ぐら

い経った頃、私一人で見に行った。問題は起こっ

ていなかったが、少しゆるんでいるように感じた。

うろこの家が公開されたのは昭和52年10月のこ

とである。ＮＨＫのテレビドラマで風見鶏の館を

やっていたのも、同じ10月のことである。この頃

に、頑丈そうな顔の経済局長に１～２度会ってい

る。それらはすべて、その年の夏から秋のことだ

った。

神戸という街について印象を聞くと、今では

「観光都市だと思います」という人がいる。しか

し、神戸は港湾都市であり、港湾都市というもの

は、横浜が京浜工業地帯の要であり、神戸が阪神

工業地帯の、長崎が三菱重工のというように、工

業に偏った都市であった。もちろん港町としての

ハイカラなイメージはあった。しかし、観光課の

仕事は有馬温泉だった。都市産業としてお金を稼

ぐために人を呼ぼうとしたのは、この年の洋館観

光が始めてといってよいと思う。その転換の過程

で、私の足踏みの雑音も混っていたのかも知れな

い。もちろん全体のシンフォニーは神戸の街と市

役所で、タクトは経済局長が握っていたのだろう。

●観光振興していくことが市内の産業振興につなが

る……松浦現市長

「今の市長も観光に熱心ですよ」と、話を聞か

せていただいた企画課と観光課の人たちが言って、

松浦市長のメルマガのプリントをくれた。

「市役所の中に産業プロデューサーという制度

をつくり、今月からスタートすることになりまし

た。Ｍ電器ＯＢのＩさんという大変適任者にお願

いすることが出来ました。……今回の産業プロデ

ューサーの一番の仕事は、足で課題や要望を把握

することです。もちろん一人で活動するのではな

く、スタッフを組織して活動してもらいます。そ

して、実行可能なことはすぐに実行していきま

す」

「松江市は観光が主産業です。したがって、観

光を振興していくことが市内の産業振興につなが

っていくと確信していますが、自然にそうなるも

のではありません。新産業や新製品を創出するな

ど、足腰の強い産業を育成すると同時に、観光と

の連携を強めていく。そのためのプロデュースを

してもらいたいと思います。」

現市長の視点は、単なる人気取りの“人寄せイ

ベント”などにではなく、はっきりと産業・雇用

におかれているように思った。

今後の方向として、八束郡の７町村との合併に

より約20万人の人口になるが、観光重視は変わら

ない。現在約500万人の入り込み客をベースに、

｢1,000万人誘客観光構想｣を掲げている。

もう一つ松江市は、奈良・京都に並んで「松江

国際文化観光都市建設法」が制定されている（Ｓ

26年、この法律は全国で３都市のみ）。この法律

の第一条（目的）に「ラフカディオ・ハーン(小

泉八雲)の文筆を通じて世界的に著名であること

にかんがみて……」と述べられている。市町村合

併後は、広がった松江市が対象になるようだ。

松江に行ってとにかく感じることは、ラフカデ

ィオ・ハーンがよく働いている、働かせていると

いうことである。熊本や神戸への滞在は松江より

長い。にもかかわらず、松江のことを最も多く書

いているし、愛着も表現している。一方では、松

江の人々が最も大切にしているようにみえる。昔

から“もてなし都市”だったのだろう。

●観光の経済波及効果はどれくらい

観光の経済波及効果の出し方は次のようになっ

ている。

松浦現市長が出しているメルマガの目次

NETWORK
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①観光客数を調べる

②消費支出額をアンケートなどで聞く

③観光消費額＝①×②

④消費額は仕入れに回されて生産を増加させる

一次波及、さらにそれが消費・生産と回る二

次波及(産業連関表で見る)などとなり経済効

果が分かる、となっている

松江市では③が342億円、④の誘発率が1.18な

ので誘発額は403億円とされている。これが市の

観光課からいただいたデータだが、私はもっと単

純に考えてみたい。

この72号の表紙に考え方の概要を載せているが、

産業活動の結果は必ず雇用に現れるものとして考

え、従業者数の推移を示したものが図１である。

このグラフからは島根県東部の広域中心都市と

して、常に卸小売業の従業者が首位を占めてきた

が、1995年からはサービス業がトップになってい

る。伸び率が常に一番であったサービス業は、19

90年代になって遂に、基幹産業になったとも言え

よう。

「サービス業は観光関連だけではない」といわ

れそうである。まさにその通りで、気になってい

るところだが、観光関連業種を含む一応のデータ

の、経年変化を見ることが出来るのはこれぐらい

である。先程の観光客の内の、比較的はっきりし

ている宿泊観光客数の変化と対比してみれば、少

しは判断に使えるかも知れない。

出来れば数都市のデータを重ねてみれば、何ら

※観光関連サービス業(近年データの補足)

1989年 1994年 1999年
（人）

72洗濯・理容など 1538 1896 2087

75旅館・宿所など 1318 1706 1875

76娯楽・スポーツ 986 1108 782

80映画・放送など 435 466 665

82情報サービスなど 491 690 808

84専門サービス 1644 2578 3243

松江市のサービス業統計の数値の内、観光に関係があ

りそうなものを取り出した。この10年間に、75は557人

増の1.42倍、82が約2倍、84(土木建築･法律･会計･デザ

イン･学習塾など含む)も2倍となっている。観光とは割

り切りにくいかも知れないが、都市型お世話サービス

系の増加が著しい。

かのことが言えるだろう。都市の性格によって、

ほとんど宿泊が発生しない観光都市の場合は、ダ

ブルカウントにならない調査をして、観光消費額

のデータで考えればいいのではないか。

もう一つの経験を述べてみる。

７年前ぐらい前に、長崎県壱岐の観光について

調べたとき、当地のａ.旅館・ホテル・民宿、ｂ.

飲食店、ｃ.小売業、ｄ.製造業、ｅ.建設業など

に対して、雇用・原材料などの仕入先が壱岐島内

か島外かについて聞き取り調査をしたことがある。

・宿泊売り上げの内の材料費割合 35％

そのうちの島外仕入れ率 0～50％

─→したがって0～17.5％になる

・営業費の島外依存率 0～20％

・人件費など ほとんど島内

ということであった。これらを勘案してみると、

図１

松江市の

サービス業は

急成長

グラフの説明

は表紙参照

出典：国勢調査
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概ね60余％から100％が島内仕入れと見てよいと

考えられた(中間をとって80％としておく）。そ

の次の消費段階の問題として、家計対応消費費目

の島外仕入れについて聞いてみた。「そんなもの

はみんな島内じゃ」という意見もあったが、教育

費や情報文化費などもあるので、そういうわけに

はいかない。話し合いの中の私の判断として、80

％ぐらいと思った。としてみると壱岐島内波及効

果は0.8の乗数効果の計算でよいことになる。

つまり壱岐島内への消費・生産波及は、４倍(0.

8の乗数)ということになる。遠慮して島内消費率

を66％と見ても乗数効果は3.0となる。

何がいいたいかというと、観光産業という曖昧

な産業分野で、観光入り込み数、観光客の消費調

査のデータだけで、広域の産業連関表をつかって

説明するのは、無理があるように思う。また、広

域の連関表では、地域内消費率が低く出るのでは

ないかと思う。

結論としていうと、松江の観光産業は、過小評

価されているのではないかと思ったのである。

【追記】松江の観光産業の要になっている、(財)

松江市観光開発公社のことにふれるスペースがな

くなった。以下は次号に回したい。③観光のハー

ドインフラ、④観光産業・基幹産業のシステムイ

ンフラの役割りを果たす(財)松江市観光開発公社、

⑤巨大イベント主義でなく観光の日常化へ（夏の

夕日が見える間は開館中という県立美術館、縁結

火＝男女の申し込みを受けて上げる打上花火、ボ

ランティアガイドなど)

（いとのり さだよし）

公園のシンボルをみんなでつくろう
～管理を続ける編～

伊藤 聡

住民の手による公園のシンボルづくり、花壇と

日時計の製作が行われた福岡県稲築町の稲築公園。

３月に完成してから、毎月第１日曜日の午前中は

『花壇作業の日』として維持・管理作業が続けら

れている。（公園づくりの様子は「よかネット」

No.68,69参照）

昨年、住民と町職員28人で「元気にさかせ隊」

事務局が結成され、ここが中心に花壇づくりなど

の計画を行い、実際の作業の時には住民を集めて

一緒に汗を流してきた。行政の方は、企画財政課

のまちづくり係が担当となっている。我々はそこ

にコンサルタントとして関わってきた。

●咲き終わった後の花殻を摘む

毎月の作業の日は、主に咲き終わった花殻摘み

と草取り、ごみ拾いなどをやっている。今のとこ

ろ、毎回20～30人くらい集まっている。心配した

より住民のマナーがいいのか、ごみは思ったほど

落ちていないし、雑草も目立つほど生えておらず、

それには大した労力はかかっていない。「元気に

さかせ隊」のメンバーが作業日以外にも日常的に

気に掛けている、という部分が大きいだろう。

意外と毎回大変なのが花殻摘み。たくさん咲い

て花壇が賑やかなほど、花殻摘みが大変になる。

花が終わった後、花びらが落ちるものもあれば、

そのまま黒ずんでいくものもある。パンジーなど

は花びらがしおれると見た目が汚くなるだけでな

く、雨などで葉にくっついたままにしておくと病

気の元になる。

花殻摘みをするのは、枯れた花を取るというた

めだけではない。植物も生き物だから、子孫を残

すことが重要な目的になる。つまり、花をそのま

まにしておくと種や実が付いてそこに養分がまわ

り、植物は目的を達成してあまり花を咲かせなく

なる。花殻を摘むということは、種や実になる部

分を取って、まだまだ花に咲いてもらおう、とい

う作業なのである。花にムチを打っているようだ

が、実際これで花は再び咲き始める。もし来年種

から育ててみるつもりなら最後に種はできるし、

特殊な交配でできた品種ならどうせうまく育つよ

うな種は取れない。

●水やりはローテーションで

月１回の作業日とは別に、日常的に気をつけな

いといけないのは、水やりだ。特に夏場。最初は

主だった人が中心に、自主的に水やりをしていた

が、斜面に６つある花壇を全部まわるのは大変だ

った。散水用の蛇口は通路沿いに３ヶ所用意され

NETWORK
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てあるのだが、散水ホースは持ってまわらなけれ

ばならず、しかも丈夫な30ｍのホースを購入した

ので、重かった。結局水やりは日替わりのローテ

ーションを組もうということになり、６つそれぞ

れの花壇づくり作業を担当したグループが隣り合

う２つの花壇ごとに組んで、３チームで自主的に

水やりを行うことにした。

年に２回ないし３回は花の植え替えが必要にな

る。マーガレットや宿根バーベナなど多年草やス

イセン、ムスカリなどの球根類もかなり植えては

いるが、やはり季節ごとに華やかなのは１年草の

方が多い。花壇ができた当初の春先はパンジーと

ビオラが花壇を彩ったが、夏前には花が終わる。

６月に植え替え作業をして、マリーゴールド、ポ

ーチュラカ、ベゴニア、アゲラタム等を植えた。

夏の間ずいぶんきれいに咲いていたが、11月には

再びパンジー、ビオラ、葉ボタンなど冬から春の

花に植え替える。

●花の知識を増やすため勉強会を実施

「元気にさかせ隊」のメンバーの中には、以前

ホームセンターのガーデニングコーナーにいた人

もいるが、他は全くの素人。花に関する基本的な

知識も得たいということで、６月には専門家とし

て花壇のデザインを行っているプランツプラン円

庭の沖本さんを呼んで花の勉強会を行った。美し

い花壇の見せ方、手が掛からず管理しやすい品種、

日常の手入れなどを一通り講義してもらい、その

あと花壇も一緒にまわった。

現地では、植木ばさみで花を扱いながら、「こ

の高さで刈り込んだ方がいい」「シロタエギクは

葉を楽しむので花芽は取ってしまおう」といった

具体的なアドバイスをしてもらった。中でも、枯

れた葉は、我々はいずれ養分になると思ってその

苗の根元に置いたりしていたのだが、これはいけ

ないのだそうだ。枯れた葉に付いた病気は、同じ

苗の方にもうつりやすいからだ。もちろんデリケ

ートな花だからの話だろうけど。勉強になった。

きれいな花壇の事例も見たいということで、10

月にはレクリエーションも兼ねて、福岡市の海の

中道海浜公園の花壇を見に行くことになった。こ

こは全体としては遊園地のようになっているが、

フラワーミュージアム、花時計、花桟敷、バラ園

など花壇も充実している。先の沖本さんは海の中

道海浜公園の花壇デザインも手がけていたため、

現地で説明をお願いした。

●会則を作って会員募集

公園づくり、花壇づくりの目的は、住民と行政

のパートナーシップ形成、住民のコミュニティ形

成にある。だから一部の人の活動でなく、多くの

人に参加してもらうことが必要だった。そこで、

会則を作り、会員募集をすることにした。悩んだ

のは、会費をいくらにするか、ということだった。

花苗の費用は町の方で準備できるらしいので、会

費は主に連絡等の通信費になる。それ以上は根拠

になるものもなく、年会費500円でやってみよう、

ということになった。

保険についても課題だった。それまでの花壇づ

くりの作業日には、レクリエーション保険という、

１日単位の保険に入っていた。掛け金は１人１日

50円。これは事前に日にちを確定しておく必要が

あるし、それ以外の日は適用されない。水やりも

含め、日常的に個人単位で活動する可能性がある

ので、年間通して同じ活動に適用されるボランテ

ィア保険を活用することにした。これは掛け金１

ネットワーク
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人年間500円。入会する人が保険に入るかどうか

は強制ではなく、入ることを推奨するということ

にした。しかし、実際には会員に申し込んだ人の

大半が保険加入も希望した。年会費とボランティ

ア保険で合わせて１人1000円になる。

会員申し込みは、まず花壇づくり作業に参加し

たグループ、個人、町職員を対象に受付を行った

ところ、81名の申し込みがあった。これとは別に、

作業には参加できないけれども応援したい、とい

う申し込みも10名ほどあった。こういう人は保険

は必要ない。加入を選択式にしたことに意味があ

った。その他の一般の住民に対するＰＲはこれか

らになるが、広報誌でも住民による公園づくりの

様子が何度か表紙で紹介されており、多くの申し

込みがあることを期待している。

●災害やいたずら、被害にも遭う

今年は台風接近が多かった。梅雨の時期には大

雨もあった。レンガの通路は将来やり替えてもい

いように砂目地にしておいたのだが、大雨の時に

砂目地が流れてしまい、結局モルタルで固めるこ

とになった。花壇を結ぶ斜面のスロープには側溝

があるが、これが大雨であふれて花壇に水が流れ

込んだりもした。台風の時は、いくつかの花が折

れていたが、花壇自体に大きな被害はなかった。

それよりも、周辺の樹木の葉や竹の葉などが花壇

に溜まって、その掃除が大変だった。しかし、そ

れでもすぐに息を吹き返してきれいに花を咲かせ

るのだから、植物はやはり強い。

子どもたちのいたずらは結構心配していた。地

元の中学生などには行いの良くない生徒もいると

言うし。大人だって何をするか分からない。花を

抜いて持って行くんじゃないか、レンガを外して

持って帰るんじゃないか、スプレーで落書きされ

るんじゃないか等々。ところが、花壇については

今のところいたずらなどの被害はほとんど見られ

ない。いつもきれいにしていると、いたずらしに

くいのかも知れない。ハーブのローズマリーは茂

りすぎたので、少しくらい持って行ってもらって

ももいいんだけど。

ただ、日時計の方には少し被害があった。どう

やら日時計の上、しかもモザイクタイルの壁画の

前でたき火をしたらしいのだ。日時計の盤面の一

部が黒ずみ、壁画のペンキの部分が少しもろくな

っていた。幸い、汚れはこすり落として目立たな

くはなった。すると後日、今度は壁面に靴の跡だ

か自転車のタイヤの跡だか、黒く滑った跡がいく

つも付いていた。壁を登ろうとしたのか？こうい

うよく分からない事ともつき合っていかなければ

ならない。

●いつまでも成長する花壇に

自主管理していく上で、まだまだ課題もある。

公園整備のために伐採された樹木でベンチを作ろ

うというアイデアがあり、丸太を切るところまで

進んでいたのだが、役場の公園の担当係から安全

上の問題でストップとなった。据え置き型の丸太

ベンチを考えていたのだが、誰かが投げ飛ばした

ら危ない、斜面を転がして駐車場の車に当たって

も責任取れない、というわけである。一方で、公

園敷地内では、固定のための基礎を打つような作

業は役場で行う工事以外は困る、と言われる。結

局解決策が出ないまま、ベンチの件は保留となっ

たままである。レンガに名前を彫ってモニュメン

トを作ろうという案もあって、レンガも購入して

いたのだが、これも登ったらケガをするなど安全

上の問題でストップとなった。

行政が安全性を気にするのは分かる。住民にも

自分たちが作って管理している花壇という意識が

ある。公園は誰のものか、という考え方にも関わ

るが、こういうところこそ、住民と行政のパート

ナーシップを発揮して解決策を見いだしていくこ

とが必要だろう。

花壇は町の中心部の国道沿いにあり、目に付く。

花壇がきれいだという声を「元気にさかせ隊」の

メンバーも耳にするようで、喜んでいるし、励み

になっている。まだ改良の余地もあるし、いつま

でも成長する花壇であって欲しい。

（いとう さとし）

NETWORK
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第２回・第３回

市街化調整区域、地域づくり研究会報告

地域集落の活力維持を考えた
郊外居住とは？

本田 正明

８月11日と9月24日に第２回と第３回の市街化

調整区域、地域づくり研究会を行った。第２回は

弊社の糸乘による“田園楽住による地域づくり”、

第３回は古賀市土地利用対策室の中野氏による“

古賀らしい里地里山居住”のテーマで話題提供し

ていただいた。

どちらとも地域の維持活性化のための新たな郊

外型居住の提案だったのだが、敷地規模に対する

考え方や事業主体のあり方、居住者をどのように

集めるのか、郊外居住のメリットなどについて考

え方や意見が異なっていたため、さまざまな角度

から郊外居住について考えることができた。

以下ではその概要を紹介する。

●第２回“田園楽住による調整区域の地域づくり”

＜市街化調整区域のコンセプトと目標＞

・これから問題が出てくるのは市街化調整区域な

のだが、本当のところで市街化調整区域という

のは何なのかはっきりしていない。

・そのため、調整区域のコンセプトと目標という

ことになると、農村保全と都市開発の二つの視

点がでてくる。集落の自立を助けるための開発

ということだと、地域振興、集落保全がコンセ

プトになるし、地域集落尊重型の居住者に来て

もらうことが目標となる。宅地開発型という土

地開発の視点の場合だと、区画整理事業などの

都市住民が取得しやすい宅地づくりが目標とな

る。

・宅地開発型で農村地域にいろいろな人が移り住

んでいるが、そういう人たちが地域の活力を維

持する仕組みに乗っかっていない状況である。

農村内でバラバラになっている。

・農村では子供なども急激に減っており、集落の

自立のためにも、ある程度人口を増やさないと

農村がやっていけないようになってきている。

消防団や水利のシステムも含めて農村集落をど

うやって維持していくかが大きな地域課題にな

ると思っている。

＜集落自立型と宅地開発型の違い＞

・集落自立型と、宅地開発型のコンセプトに基づ

く土地利用の特徴について考えると、集落自立

型の場合は、土地利用の規模は小さくなる。規

模が大きいと、集落で矛盾が多くなり、もてあ

ましてしまう。

・60戸ぐらいの農村集落に、45戸ぐらいの住宅開

発が２つできているところがあり、そこでは関

係が非常にぎくしゃくしている。一方で１戸だ

けでやってくると、「ここにゴミを捨ててはい

けない」などと直接文句はいいにくいが、10戸

ぐらいであれば、間接的にものが言えるので都

合がいいし、話し合いで折り合いもつけられる

戸数だと地元の人は言っている。

・農村の人は情報が非常に狭くなっているので、

都市住民は情報の提供でも役に立てる場合があ

る。

・宅地開発型の場合は、ある程度の規模がなけれ

ば、開発業者の仕事にならず、やる気が起きな

い。10戸程度では儲からないために、どうして

も開発規模が大きくなる。

＜集落自立型の地区計画と農業特区＞

・農地転用などといった農地法上の問題が大きい

のだが、どのように解決すればいいか、なかな

か道筋を見つけられなかったが、新しい農村集

落づくりには、地区計画と構造改革特区の併用

が良いのではないかと思う。

・農林水産省の構造改革特区では、現在耕作され

ておらず、引き続き耕作されないと見込まれる

農地について特別区域の設定ができるようにな

っているので、「集落の再生・自立をサポート

する」というコンセプトのもとに、耕作放棄農

地と集落形成とを勘案して、宅地と10a程度の

発表者の話を熱心に聞く研究会の参加者たち

ネットワーク
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農地を組み合わせた計画をつくることができる

と思う。

・集落全体の地域づくりのために１反（10a）農

家をつくればいいと思う。通常であれば、５反

以上の農地を持たなければ農家になれないが、

特区を活用すれば、１反の農地でも農家になれ

る。

・５反であれば管理が大変だが、１反程度であれ

ば何とか管理できる。雑木や果樹を植え、20坪

程度を家庭菜園などにすればいい。宅地は150

坪程度でいいと思う。

・宅地では固定資産税、地代がかかるが、農地は

殆ど固定資産税もかからないので、若い人でも

参加することができる。

・農地取得の下限面積の緩和による"１反農家型"

の他にも、１反（10a）以下の農地の貸付をで

きる特定農地貸付の特区による"市民農園特区

型"なども考えられる。本当にこれらの併用が

可能かどうかは、市町の都市計画担当者もいる

ので、検討していければと思う。

＜意見交換＞

・芸術家のような人であればある程度理解できる

が、都市住民でこういう住まい方をしたいとい

う人がどれくらいいるだろうか。

・需要量はわからないので、実際に田園楽住の会

という会員方式で、農村に移り住みたい人を集

めて、計画づくりと平行して事業を進めていく

ことを考えていたが、実際には役場の協力がな

いとなかなか進めるのが難しい。特区の申請や

地区計画の策定などは役場の人と協力がないか

ぎりできないので、その担保が取れないと計画

が進められない。

・構造改革特区と地区計画の併用は面白いが、行

政よりも、地域で一番困っている人が、行政に

どうにかしてくれ何とかしてくれという投げか

けをし、そのなかで、相談をしながらサポート

をしていく形が必要である。行政が先に立って、

やれとはいいにくい。

・農村の方から人を呼び込もうといった流れがこ

こ２、３年でだいぶ強くなっている。住宅のこ

とを考えるときは都市計画の面から考えがちだ

が、農村のことを考えるときは、農村振興基本

計画が農村のマスタープランになるので、両方

併せて考えると、また一つ考え方ができるので

はないか。都市計画といっしょに考えいく必要

があると思う。

●第３回“古賀らしい里地里山居住”の提案

＜古賀市の郊外地域の土地利用、都市づくりの方針

について＞

・古賀市の都市計画区域外では、人口の急激な増

加、狭小過密住宅の建設、虫食い的な乱開発、

用途の混在、水質汚濁などの問題が起きている。

これらの地域を新たに市街化調整区域に編入し、

計画的、段階的に優良なまちづくりを行い、営

農環境や自然環境との調和を図ることを考えて

いる。

・市街化調整区域については、豊かな自然や昔な

がらの農村集落が残っているが、人口は横這い

であり、少子高齢化が進行し、それにともない

地域活力が停滞している状況である。今後は、

国道３号線や九州自動車道など充実した南北の

交通網に加え、東西道路網を整備することによ

り、格子状の道路網を整備し、営農や自然との

調和ある土地利用を図って優良な住居の受け入

れによる活力の維持や幹線沿いの有効活用など

によって活力の創出を考えている。

・古賀市は、九州自動車道、国道３号、県道筑紫

野古賀線などがあるため他都市との接続性がよ

く、海、山、川、平野など、地形のバラエティ

に富んでいる。市街地の身近なところに里地里

山が存在しているため、古賀市では「便利でゆ

とりある郊外居住」が可能ではないか。

・里地里山というのは、手が届くところに小高い

野山があり、田畑にほどよく隣接している地域、

「山奥の原生林」「植林されている山々」と

「市街地」との中間に位置する地域、農村を母

集落とする地域であり、市街化調整区域、都市

計画区域外の地域で、『古賀らしい里地里山居

住』ができないかと思っている。

・そのような地域では、地価も安い上に敷地面積

200㎡程度のゆったりとした居住環境が望め、

見晴らしの良い山や田畑が身近にあり、浄化槽

や公園などの都市施設がある程度整備されてい

る。また祭りや催しなどのコミュニティ活動が

盛んに行われている。

・居住者像としては、ほどよい自然環境の中で、

ゆとりある住環境や、食の安全性、地域連帯を

重視する傾向のある核家族、３世代家族をイメ

NETWORK
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ージしている。

・里地里山居住のあり方については、神社、公民

館を含む母集落を中心に優良で集約的な土地利

用を図るとともに、集落の外縁部を設定し、そ

の外側でのバラ建ちを抑制するということを考

えている。その範囲の中には耕作放棄地も点在

しているので、そこに優良な住宅に限り受け入

れられないかと考えている。

・市街化調整区域についても、同様の住宅を受け

入れたい。またそれに加え、国道３号及び県道

筑紫野古賀線沿いで商業系を誘導したい。

・このような集落を形成することで、虫食い的な

開発の抑制、将来のコミュニティの維持、無計

画な都市施設（道路、公園、下水道、上水道

等）の外延化の防止、といった効果が期待され

る。

・このような取り組みを地区計画制度を利用する

ことで実現したい。

・具体的には、周辺の自然環境や農業環境とのメ

リハリをつけながらコンパクトな集落を形成し、

集落の外縁部を地区計画の区域として設定する。

・地区計画のエリアを決定する際には、集落ごと

に「まちづくり委員会」を設置することで考え

ていきたい。

＜意見交換＞

・地区計画を行うならば、居住者を集めたりする

ような事業主体を想定しておく必要がある。

・特に事業主体などは想定しなくても、開発でき

る状態になっていれば、不動産屋などからの情

報を通じて、居住希望者が出てくると思う。

・空き家や空き地ができても、子供が地元に戻る

ことを想定して、土地を売らないという人が多

い。また、土地を貸しても戻ってこないと思っ

田園の中に突如として住宅ができている

ている人もいる。

・敷地面積が200㎡程度というのは、狭いのでは

ないか。前原市でも調整区域で駆け込みでつく

った開発団地だと宅地は売れていない。調整区

域では、利便性だけでなく、暮らし方の魅力が

ないと人が来てくれないと思う。

・都市に居住している人は、野菜づくりなどに興

味を持っているが、なかなか学べる場所がない。

逆に農家の人はパソコンのことなどはあまり知

らないと思う。そうしたお互いのニーズを満た

すような魅力があれば、田園に住みたいという

人が出てくるのではないか。

・粕屋町の調整区域では、敷地面積の最低基準で

ある165㎡よりも、さらに土地を小分割できな

いかという問い合わせも多い。小さい宅地とい

うニーズもまだまだある。

・空いた土地に勝手に居住させると、周りの農家

とは合わない“ちぐはぐな”住宅ができてしま

い、景観としても良くないのではないだろうか。

●いずれの郊外居住モデルでも、地域づくりをコー

ディネートする人が必要になるのではないか

提案に対する意見にも出ていたが、郊外居住を

進める上で、“事業主体をどこが担うのか"とい

うことが一番重要になってくるのではないか、と

いうことを研究会を通じてますます感じるように

なった。

田園楽住の場合だと、戸数は少ないけれども顧

客の確保（居住希望者）や地権者・地元との調整

などコーディネートの手間が非常にかかるので、

なかなか事業収支が合わない。不動産屋や建築設

計士など他の部分で収入を上げられるところであ

れば、営業活動の一部として行うことができるか

もしれないが、市場の見当がつかない新しい取り
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組みだけに、誰もやろうとはしていないのが現状

である。また調整区域の開発になるだけに、地区

計画や特区などの法制面で行政の協力が得られる

かどうかという点も重要になってくる。

里地里山居住では、できるだけ現在の市場原理

を働かせて、従来の住宅需要の延長から生まれる

ニーズで、自然発生的に開発を呼び込もうという

スタンスだと思う。しかし、誰も事業を行うとい

うリスクや責任を負わないので、周りの環境に合

った住宅を考えたり、地域の人との近所づきあい

をしたりする人が来てくれるというのは、偶然を

期待するしかない。里地里山居住の考え方を実践

してもらうためには、やはり地域づくりのコーデ

ィネーターが必要になると思う。

地域の事情によって、その役割を担うのは、行

政だったり、不動産屋や地元の人、またコンサル

タントが行う場合など、さまざまなパターンが考

えられるが、これから研究会や事業化をしたい地

域といっしょに考えていくべきテーマだと思う。

自分がそのコーディネーターになれればいいのだ

が、地域づくりのビジョンを持って、すぐに行動

でき、その責任を取れるかと言われるとなかなか

難しい。 （ほんだ まさあき）

自分たちが楽しみながら
地域の魅力づくりをしている

糸島地域づくりなんでも相談会第６回報告

本田 正明

●地域の問題は地域に住む人が一番知っている

去る８月22日（日）に芥屋で糸島地域づくりな

んでも相談会を行った。２ヶ月に一回ぐらいのペ

ースで、おもしろそうなテーマがあれば開催する、

といったのらりくらりとした活動なのだが、気が

つけばもう６回目である。つまり１年以上活動が

続いているわけで、事務局が毎回、テーマのある

地域の地元の人たちにお願いしたり、参加者がお

互いに声をかけあったり、無理せず楽しみながら

行っているのがよかったのかもしれない。

ややもすると事務所のパソコンの前にかじりつ

きっぱなしになったり、役場のご用聞きだけに陥

ってしまいそうな私が、この会を通じて都市近郊

や農村に住む人たちが地域のどんなことに興味・

関心を持っているか、地域でどんな問題が生じて

いるか、などを自分で見て、感じて、考えられる

貴重な機会になっている。

●竹藪に埋もれている防塁跡を地域の自慢の場所に

今回の開催するきっかけになったのは、芥屋地

区の地域づくりに取り組んでいるグループが、

「普段ゴミ掃除をしている海岸に城跡みたいなも

のがあるのだが、竹藪で隠れてしまっている。な

んとか竹藪を掃除して見られるようにできない

か。」という話が出てきたからだった。

志摩町の河口付近はハマボウの自生地になって

おり、夏には河畔で美しい花を見ることができる。

以前はそれほど知られているものではなかったが、

ハマボウの会ができたり、毎日付近を掃除する人

がでてきたおかげで、今では地元の人たちのお気

に入りの散歩道になっている。「芥屋の城跡みた

いなものも、いつでもみられるようにきちんと管

理してあげれば、地元の自慢にもなるのではない

か。」という思いが地域づくりのグループにあっ

た。

当日の集合時間は午前10時。現地につくとすで

に、地元の人たちを中心に竹の切り出しが始まっ

ていた。竹藪の幅は100ｍ近くあり、奥行きもか

なりありそうである。誰も管理していないので直

径５cmぐらいの竹が、光の抜ける隙間もないほど

密集していた。

私は簡単な作業だろうと思って、Ｔシャツに短

パンで、軍手すら持たずに参加してしまったのだ

が、竹藪の姿を実際に見て初めて作業の大変さを

自覚した。軍手や鉈などは地元の人が準備してく

れていたものを借りて作業に取りかかったのだが、

稲留地区の人がわざわざ大きなチェンソーを２本

持ってきていたおかげで、みるみるうちに竹藪が

細い竹が100ｍ以上にわたって密集している
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